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２２Kami２３ Kami

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

ち

ん

今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

おたんじょうび

おめでとう

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

申し込みは誕生月の前月１日まで 。     

　　総務課    ☎５３－３１１２問

掲　

示　

板

広　

告

た
だ
い
ま

No.１４６

▲

きのやすのり（八木康教）の名が、親交のあった者

として、惜別の宴の中にある。貫之は三十六歌仙

の一人で、『和歌集』を土佐で撰したとされている

ため、和歌を通じて親交したものと考えられる。

この宴席には、次々に来訪者があり、夜が明け、

鹿児崎の船着場から戻されたとも書いてある。

　八幡宮東側の須江地区、香長小学校の南に小字

が『ヨ子ガウチ』という、築地に囲まれた区域が

現存する。憶測ではあるが、ヨ子ガウチは、漢字

にすると『米ガ内』と書き、もとは『八木ガ内』

であったのではないだろうか。『八』と『木』を

組み合わせて『米』となったとは考えられないか。

　享保十九年（１７３４年）新改西谷観音堂の地蔵

菩薩修復時に、台座裏に永徳二年檀那伊豆守八木

康綱と記されており注目された。近くの発掘調査

では、平安時代の硯も発見されていている。

　廣幡八幡宮は、豪族八木

氏が武運長久を祈願する社

を発祥とするものであろう。

上改田や新改地区は、平安

時代末、八木氏の支配地で、

新改古墳や古代土佐窯業に

関連する氏族であるかも知

れない。

（香美市文化財保護審議

会・上村)

　ご存じのとおり、新元号『令和』の出典は、万

葉集です。今回は万葉集に係る歴史話をひとつ。

　県道植‐領石線の上改田橋南にある、小さな鎮

守森が廣幡八幡宮である。中世の蚊居田村（上改

田と新改）の城址で、面積は約三反（３，０００㎡）

の平地城。八幡宮は江戸時代から村で祀って来た

ものであり、蚊居田村北には、城山と呼ばれる城

址も存在している。

　八幡宮には江戸時代の棟札が４枚あり、中でも、

文政八年（１８２５年）、天保五年（１８３４年）の棟

札はともに江戸時代末期の物で、そこには『神主

八木出雲正源康道謹白』と記されている。ここに

ある八木康道に注目したのが、鹿持雅澄（１７９１

～１８５８年）である。雅澄は、土佐藩の下級藩士

であったが、宮地仲枝に国学を学び、また、和歌

の作詩に熱中、万葉集を研究し『萬葉集古義』を

巻十まで書写、第十代藩主山内豊策の娘、徳姫の

和歌の師匠役なども担った。一方で、紀貫之が記

した『土佐日記』の研究も行った。土佐日記の作

中、承平四年（９３４年）貫之の国司離任の際、や

第１３回  廣幡八幡宮と鹿持雅澄３回  廣幡八幡宮と鹿持雅澄

ひろはた

すずり

ね

とよかず

・　・ ・　・

か  い  だ

ハガキまたはEメールで①クイズの解答②住所

③氏名④昼間連絡がとれる電話番号⑤誌面の感

想を記入の上、応募してください。応募は１人

１通とさせていただきます。

■応募締切　７月３１日（水）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１（住所記載不要）

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

【問い合わせ先】総務課　☎５３－３１１２ ※当選者は誌面で発表します。

Ａ．蚊は日本脳炎、●●●熱などの感染症を媒介

　　します。刺されないように注意しましょう。

Ｂ．熱中症に注意！！喉がかわいたと感じる前に

　　●●補給をしましょう。

全問正解者の中から全問正解者の中から

抽選で合計３名様に贈呈！抽選で合計３名様に贈呈！

全問正解者の中から

抽選で合計３名様に贈呈！

今月の賞品第 １ １１ １ １ 回　かみかみクイズクイズ　

応

募

方

法　

第 １ １ １ 回　かみかみクイズ　

E

第１０９回当選者　竹村節代さん・西岡真由美さん

                      　　           柳本寿麻さん（応募総数２８通）

第１１０回の解答　A．ブラシ　B．カレーライス

●に当てはまる答えは？

解答は、今月号の誌面に ！

高校三年生の山田まん高校三年生の山田まん

２袋セット２袋セット

高校三年生の山田まん

２袋セット

山高生が企画したおまんじゅう山高生が企画したおまんじゅう山高生が企画したおまんじゅう
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ベ

　
◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
募
集

　

ふ
ら
っ
と
中
町
で
は
飲
食
店

や
物
販
の
お
試
し
開
業
が
で
き

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
運

営
し
て
い
ま
す
。
お
店
を
持
ち

た
い
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
務
局

☎

52
・
９
３
２
５

◆
保
育
園
の
園
庭
開
放

　
ひ
ま
わ
り
保
育
園
で
は
月
に

一
度
、
０
～
２
歳
児
を
対
象
に

園
庭
開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
園
庭
で
一
緒
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。※

詳
し
い
日
程
・

時
間
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

社
会
福
祉
法
人　

芳
公
会

ひ
ま
わ
り
保
育
園

☎

53
・
４
３
３
４

　

53
・
２
９
６
７
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香
美
市
の
皆
さ
ん
、
ド
ブ
リ

ー
デ
ン
！
私
の
名
前
は
ロ
マ
ン

で
す
。
チ
ェ
コ
共
和
国
か
ら
来

ま
し
た
。
24

才
で
す
。
趣
味
は

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
、

旅
行
、
写
真
で
す
。
チ
ェ
コ
の

首
都
プ
ラ
ハ
か
ら
高
知
ま
で
21

時
間
30

分
か
か
り
ま
し
た
。
２

回
乗
り
継
ぎ
ま
し
た
。

　

私
は
チ
ェ
コ
に
あ
る
フ
ラ
デ

ツ
・
ク
ラ
ー
ロ
ベ
大
学
の
大
学

生
で
す
。
そ
こ
で
情
報
工
学
を

３
年
間
勉
強
し
ま
し
た
。
チ
ェ

コ
へ
帰
っ
た
ら
卒
業
し
ま
す
。

現
在
、
高
知
工
科
大
学
の
留
学

生
と
し
て
経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
友
だ
ち
が
た
く
さ

ん
で
き
、
毎
日
楽

し

く

有

意

義

に

過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
日
本
に
来
る
こ
と
が

夢
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本

語
も
勉
強
し
て
い
ま
す
。
毎
日

わ
か
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
が

増
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
日

本
語
で
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
の
で
、
も
っ
と
上
達
さ
せ
た

い
で
す
。
言
語
を
学
ぶ
こ
と
は

お
も
し
ろ
い
で
す
。
チ
ェ
コ
に

帰
っ
た
ら
、
友
だ
ち
に
日
本
語

を
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
４
カ
月
半
、

日
本
に
い
る
予
定
で
す
が
、
そ

の
間
に
高
知
県
の
色
々
な
所
へ

旅
行
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
こ
の

留
学
は
私
の
人
生
に
お
い
て
最

高
の
時
間
に
な
る
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　

香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

廣
幡
八
幡
宮
の
棟
札

その

１４３

　　
(山田高校マンガ部)


